
(1) 担当支部： 首都圏－１ 11963
分水嶺区分 2005年 5月 4日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
L北野忠彦 10414
平野　彰 6928
鶴田泰子 11963
近藤善則 12489

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 P1216幕営地 139 49 37 8 21.0 1,223 5:50
分水嶺到達点E332 黒滝股山分岐 139 49 37 8 1.3 1,400 8:15 8:35 B-3

P1360 139 48 37 8 0.0 1,412 10:40 B-2
P1303地点 139 49 37 7 36.0 1,303 10:50 11:20 B-2
（引き返し点）

分水嶺離別点E332 黒滝股山分岐 13:10 13:25
歩行終了点 P　幕営地 15:30

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

黒滝股山 姉山 ３ 南（正常）

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）

(ｲ)国土地理院の2万5千分の1地図上の”黒滝股山（1405m）”‐‐‐

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

13758森合孝信

栗生沢
総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：黒滝股山より中央分水嶺男鹿岳方向を望む　

(ﾎ)当日別働隊がE332より北東方向に分かれて踏査した（別報告：地理クラブ－07）

(ﾆ)雪があれば尾根が狭いので雪庇に気をつけなければならないが、比較的歩きやすい。

　  地元の長老の話と明治9年発行の「若松県第一大区全図」では”アノ山（1405m）”となっている。

栗生沢

保存
状況

良好

　　れている跡がある。 
　　でも、  わずかのショウジョウバカマ,イワウチワ，ヒメイチゲ。ヨツバツクバネソウ、の花が心をな後ませてくれる。かすかに尾根道は踏ま
　  南側はガレと篠竹、尾根筋は2mほどの篠竹、石楠花、檜葉の藪でとても歩きにくい。

(ﾊ) 分水嶺北側は阿賀野川水系水無川、南側は那珂川水系大川。

　　しかし雪が無いところは、藪がひどく、普通より3倍以上の時間を 要する。

　  分水嶺上の1501m地点（E139.48.57.N37,6,05）が黒タキ山と記されている。

栗生沢

(ﾛ)分水嶺の北側は大木（ぶな、檜）がまばらで、潅木が多い、

特記事項

頂上狭く三角点の周りは開けているが、付近は檜葉、石楠花の藪ひどく到達に苦労

11321井上希夫

事務局整理記入欄 地理クラブ－8
晴れ

井上千夏 1126513787

4名 5名

西村智磨子 11955

会員番号：鶴田 泰子
(3)山行日：E332黒滝股山～P1303地点（E333方向）

今井秀正

(ｲ)
(ﾛ)

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

32.8

31.3
54.4
8.0

栗生沢
栗生沢
栗生沢

前日、栗生沢より入山
P1216幕営地～黒滝股山～分水嶺稜線～P1360（E333方向）

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻



表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

黒滝股山より中央分水嶺男鹿岳方向を望む
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